
今週の金曜日はいよいよ学

習発表会です。本番の発表を

通して、誰もが満足感・達成

感を得ることができるように、

「１人でもできる力をつける

こと」の大切さについて全校

集会で話しました。

子ども達はいくつもの発表

練習に、それぞれ頑張って取

り組んでいますが、その中で

音楽発表の場面を取り上げま

した。全校で一緒に歌うとき

は本当に元気の良い、聞いて

いても楽しくなる歌声が響き

ます。しかし少人数になると、

それと同じだけの元気をまだ

出せていないのではないかと

思います。そこで周りの人に

頼るのではなく、自分一人で

もしっかりと歌える・演奏で

きるように頑張ってほしいと

呼びかけました。

それは他の発表でも同じで

す。誰かに頼るのではなく、

子ども達１人１人が「自分１

人でも大丈夫！」というとこ

ろまで自分を高めることがで

きれば、どの発表も素晴らし

いものができると思います。

こうなれば、その力はもう見

せかけではなく「本物」です。

反対に本物に見えていて、実

はまだ見せかけだったという

ことも良くあります。

本物なのかまだ見せかけな

のかを見分ける方法の１つが、

「１人でもできるか」という

物差しです。誰かと一緒なら・

集団の中でなら大丈夫という

のは、周囲の状況によって力

が出せたり出せなかったりと

不安定です。集団が大きくな

るとその不安定な状態でも、

集団の力としては何となく良

く見えることが多分にありま

す。しかしその中では、場合

によっては多くの子どもが本

物の力を身につけずに終わっ

てしまうことさえあります。

ドーハ日本人学校は小規模

少人数学校です。だから子ど

も達１人１人が、みんなとて

も大切な役割を受け持ってい

ます。誰か１人が欠けても大

変です。自ずと１人でも頑張

らねばならない場面も多くな

ります。でもそれは全て、子

ども達が本物の力を身につけ

るための、絶好のチャンスに

なっているのではないかと思

います。

改まった場で人の前に立つ

と、誰でも緊張してしまいま

す。性格的に緊張しやすい子

どもだっています。そこで自

分の役割がきちんと果たせる

ようになれば、それは本当に

素晴らしく、同時に「本物の

力」をつけたと言えるのでは

ないかと思います。
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日に日に上達する１・２年生

先週はスクールバスの配車

について、１部変更して走ら

せてみました。その結果、変

更した方が４台ともスムーズ

で運行時間に差ができないこ

とが分かりました。

そこで変更したものを、今

後の配車計画にしたいと思い

ます。

最新版を本日配布いたしま

したので、それぞれご確認い

ただきたいと思います。

ご面倒をおかけしますが、

よろしくお願いいたします。

スクールバスについて

「コーラルスピーキング」の練習 ビデオで自分たちの発表の振り返り

休み時間はいつもにぎやか



昨日は「１人でもできる力」

の大切さについて考えました。

そういう力をつけた人は周り

からも頼りにされるようにな

ります。それはいろいろな場

面で見られます。また自分が

頼りにされているということ

が分かると、ますますしっか

りしてくるという、良い方向

に歯車が回っていきます。こ

ういう事実をいくつも目にし

ていると、立場が人をつくる

ということが、子どもの世界

でも言えるのではないかと思

います。

人間が本当に人間らしくな

るためには、利害を離れて、

人のために働くことができる

存在にならなければならない

と言われます。言葉が適当で

はありませんが、言い換える

と「損になることでもできる

人」でなければならないとい

うことです。しかしそれは不

思議な見返りを持っていると

思います。人の役に立つとい

うことは、金銭的・時間的・

労力的な面で計算すれば、損

をすることになるのかもしれ

ません。ところが精神的には、

それを補って余りある充足感・

満足感が残るのが普通です。

だから子どもは幼いうちか

ら、できるだけ早く人の役に

立てる子であるように訓練し、

それを誉めてやらなければな

らないと思います。誉められ

ることによって、また次の人

の役に立つ行動へとつながっ

ていくからです。

しかし現実は、なかなかそ

う簡単にはいきません。子ど

も達を取り巻く大人の世界が、

自分の要求だけを無限に主張

し、またそれが当然の権利で

あるような雰囲気にあふれて

います。人のために働けなど

と強制されようものなら、そ

れは個人の自由の侵害という

ことになってしまいます。そ

の結果、世間には人のために

は何もしない、利己主義的な

人があふれているような状況

になったのではないかと考え

てしまうこの頃です。

ドーハ日本人学校の子ども

達は、みんな素直で優しく素

晴らしい可能性を秘めている

と思います。少人数で周りの

人との繋がりが自然と深くな

るこのときに、人のために働

き、それを喜んでくれたり誉

めてもらったりすることを通

して、本当の優しさや思いや

りというものを身につけてく

れればと思います。

個人の権利というものは、

受けると同時に誰かに『serve

(尽くす・与える)』ことだと

いう当然のことを、私達指導

者や大人は子ども達に教えて

いかなければならないのでは

ないかと思います。
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「無言清掃」を心がけています

花壇に新しく花を植え、ちょ

うど１週間たちました。植え

たばかりのときと比べると、

ずいぶん緑が濃く元気になっ

てきました。花の色も鮮やか

です。しっかりと根を張って

くれたのだと思うと、やはり

嬉しくなります。

花一杯にして学習発表会を

迎えるところまではいきませ

んが、このまま元気良く育っ

てほしいと思います。

『花壇の花』は…

毎週月曜日は全校清掃の日 ２つのホールを中心に行います きれいな花をつけています



昨日３・４年生と一緒に、

旧ドーハ日本人学校を訪ねて

きました。２００１年の７月

に閉鎖されるまで使用されて

いた校舎の跡を見に行ったの

です。ドーハ日本人学校を紹

介する番組作りを３・４年生

がしており、学習発表会でも

いろいろ取材したことを発表

してくれることになっていま

す。その取材の一環として、

以前の学校があったところを

実際に見てみたいということ

で出かけてきました。

民家を二棟借りていました

ので、どちらも今は人が住ん

でおられて、残念ながら内部

を見ることはできませんでし

た。また二棟の校舎の間には、

３０ｍ四方の芝を張った校庭

がありましたが、ここも塀で

覆われていたため中をうかが

うことはできませんでした。

校舎として利用していた場

所を外から眺め、当時の様子

をいろいろと説明するだけに

なってしまいましたが、私に

は当時のことが昨日のことの

ように思い出されました。

その頃の子ども達は、非常

に窮屈でストレスのたまりや

すい学校生活の中で頑張って

いたということを改めて考え

ていました。自由に遊ぶこと

ができなかった点が、何より

もストレスになっていたので

はないかと思います。現在の

校舎のように運動スペースが

あるわけではなく、校庭も夏

場は使えません。今の講堂の

半分ほどの部屋が最も大きな

部屋で、そこで遊びや発表会・

儀式も行っていました。

その狭い部屋で中休みや昼

休みに何をして遊んでいたの

かというと、「転がしドッジ

ボール」を毎日のようにして

いたのです。しかも小学部１

年生から中学部３年生までが

一緒になって。ボールを思い

切り投げることも、走り回る

こともできなかった毎日は、

子ども達にとって本当につら

かっただろうと思います。特

に高学年・中学生にとっては、

大変なストレスだったに違い

ありません。

そこで週３時間の体育は、

全て水泳授業を行っていまし

た。クラブハウスのプールが

使えたので、唯一の運動の機

会として貴重な水泳授業の時

間でした。

当時も砂丘マラソンを実施

しており、冬場はその練習を

かねて、毎日のようにコンパ

ウンドの中を走っていました。

水泳でもマラソンでも、この

国の滞在年数が長い子どもほ

ど持久力が乏しく、子ども達

の健全な成長を考えたときに、

体力・運動能力の問題はとて

も大きな課題でした。

このような環境条件は、上

を見ても下を見てもきりがあ

りません。条件さえ整えれば、

放っておいても良くなってい

くものでもありません。大切

なのは、与えられた条件の中

でより良い教育をいかに行っ

ていくかということです。

大変な環境の中で、当時の

子ども達はそれなりに楽しく

過ごしていました。そうする

ための創意工夫が、何よりも

求められることなのだと私自

身考えさせられました。
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「ドッジボール」に盛り上がります

ＪＢＫコンパウンドの入り口 校舎だった場所でクラス写真 水泳のたびに通ったクラブハウス



今日から１２月。改めて月

日の過ぎていく早さを感じて

います。学校は今、学習発表

会に向けてみんなが一丸とな

り気持ちを高めているところ

です。発表会が終わると同時

に、第２学期のまとめはもち

ろん、この１年のまとめや振

り返りをする大切な時期にな

ります。中学部は期末テスト

を控えています。受験を目の

前にしている生徒もいます。

それぞれが自分のなすべきこ

とに向かって、しっかりと取

り組んでほしいと思います。

１２月は１年の締めくくり

をする大切な月だと思うので

すが、季節感も余り感じられ

ないこの国にいると、日本と

は違い年末年始の意識が薄く、

普段と変わらず何となく過ご

してしまうようなところが私

にはあります。だからこそ、

きちんとけじめをつけていき

たいとも思います。

年が明けると、学校でも

「新年の抱負」や「決意」の

発表をしています。しかしこ

の時期になると、自分がこの

１年何を志してきたのかを覚

えている人の方が珍しいのが、

おおかたの実態ではないでしょ

うか。それでも年が改まるこ

とによって、新たに自分の目

標を定めるということを繰り

返しているわけですが、それ

はそれでとても意味のあるこ

とだと思っています。

私は担任をしているときに、

よく「竹の節」の話を子ども

達にしていました。節がある

から竹は強くしなやかなのだ

ということを。

節目節目を大切にすること

は、人間の成長にとってやは

り重要なことではないでしょ

うか。学習発表会に全力を注

ぐことも、１つの節目だと思

います。何を節目と考えるか

は人それぞれでしょうが、こ

の１２月という月は、いろい

ろな意味で大切な節目の月に

は違いないと思います。

今日からは、今まで以上に

１日１日を大切にし、１年の

締めくくりをしっかりしてい

きたいと思います。
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